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研究成果の概要（和文）：遠縁交雑を阻害する、アフリカ由来野生イネ、O.longistaminataと栽培イネcv. Nipponbare
とのQTL遺伝子座を1番染色体の長椀側の領域に同定した。また、胚乳の生殖隔離機構に関して、その詳細を解析し、種
間交雑と倍数体間交雑には、胚乳の表現型としては酷似しているが、分子メカニズムには違いが存在することを明らか
にし、論文発表した。

研究成果の概要（英文）：We identified QTL region located on the long arm of chr.1. The locus causes hybrid
ization barrier of rice endosperm in the cross of female O. sativa cv. Nipponbare and male O. longistamina
ta. In addition, we investigated and compared detailed endosperm development in interploidy and interspeci
fic crosses. As a result, both cases show very similar endosperm phenotypes and patterns of developmental 
transitions, but in the nuclear division rate of endosperm. 
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１．研究開始当初の背景 
 胚乳における生殖隔離は、古くは様々な植
物種において研究が進められてきた。なかで
も、西山市三らによる、カラスムギを用いた
「極核活性仮説」が最も体系をなしており
Cytologia 1978)、父親由来のゲノムは胚乳発
生を促進し、母親由来のゲノムは胚乳発生を
逆に抑制する働きを持つ一般性が示され（て
いる。一方、我々の研究から、イネにおける
遠縁交雑を阻害する要因として、エピジェネ
ティックな胚乳発生制御機構が示唆されて
おり、その分子機構の解明が課題となってい
た。 
 
２．研究の目的 
 ヘテローシスや遠縁交雑は、育種における
最も大きな課題の一つであり、その分子機構
の解明は急務である。我々の研究結果から、
イネにおける遠縁交雑を阻害する要因とし
てエピジェネティックな胚乳発生制御機構
が明らかになってきている。本研究では、イ
ネ遠縁交雑を阻害する胚乳の遺伝的要因を
明らかにすることを目的とし、イネのナチュ
ラルバリエーションを用いた解析、人工気象
器を駆使した方法論により、迅速に研究展開
し、分子育種技術に役立てることを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
 アフリカ由来の野生イネで AA ゲノム種で
ある O. longistaminata などを用いて、栽
培イネとの交配を行い、胚乳崩壊過程を詳細
に調べる。また、SSLP などの多型マーカーを
利用して QTL 遺伝子座を解析する。さらに、
種間交雑と倍数体間交雑の胚乳における生
殖隔離機構に関して、イネを用いて行い、そ
の胚乳発生の進行過程を、細胞マーカー、分
子マーカー、インプリント遺伝子、ポリコー
ム複合体の標的遺伝子の発現を指標に詳細
に解析した。 
 
４．研究成果 
 アフリカ由来野生イネ、O.longistaminata
と栽培イネ cv. Nipponbare との QTL 遺伝子
座を 1 番染色体の長椀側の領域に同定した。
また、胚乳の生殖隔離機構に関して、その詳
細を解析し、種間交雑と倍数体間交雑には、
胚乳の表現型としては酷似しているが、分子
メカニズムには違いが存在することを明ら
かにし、論文発表した。 
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